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JRコンテナとトラック利用率の推移�
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製品開発�

包装への取り組み
包装材使用量の削減や、再生資源利用などの改善に取り組んでいます。

包装から物流までの流れを総合的に見直し、環境負荷の低減を推し進めています。
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物流における取り組み
トラックなどから排出されるCO2による地球温暖化を考慮に入れ、

モーダルシフトや配送車削減等、物流の面からも環境負荷の低減に取り組んでいます。

国内物流 海外物流 ～海外物流拠点の移管により750（トン-CO2）のCO2削減を図ります

モーダルシフト

環境負荷の大きいトラックから、鉄道を利用した貨物輸

送に転換する方針を掲げています。JRコンテナとトラック利

用率を体積比で比較すると、JR利用率が21％、トラック利

用率が79％で、これは2001年度とほぼ同じ利用率です。総

CO2排出量は2002年度1,308（トン-CO2）で2001年度に対し

て214（トン-CO2）削減しています。

CO2排出量削減の内訳

●総輸送距離と総CO2排出量

詰め合わせ用緩衝材のダンボール再利用

お客様への納品には、従来より緩衝材として使用して

いた更紙の使用を見直し、正規の外装箱や中装箱などの

ダンボール箱を切断し、緩衝材にすることで、ダンボール廃

材や資源の有効利用に努めています。

●利用率

●航空輸送

前述の海上輸送同様に

中国生産品については、

シンガポールへの航空輸

送も不要となりました。

※環境報告書2002では、総輸送距離、総CO2排出量を算出するための換算重量を50
（kg/m3）で算出していましたが、環境報告書2003では、換算重量280（kg/m3：国内一般路
線基準値）を用いて総輸送距離、総CO2排出量を算出しました。

包装の構成・形態及び製品強度の見直しを図り、中装

箱の廃止、個装箱と外装箱の小型・軽量化による包装使

用材と廃棄量の削減に努めています。また、包装材は積極

的に再生紙、再生樹脂を使用しています。

環境負荷の低減と循環型社会の構築を図るため、包装

材の減量化（リデュース）と包装材の再利用（リユース）の

視点で包装設計に取り組みます。

減量化では、包装の小型・軽量化、部品点数の削減に

努め、またLCAによる環境負荷（CO2）を考慮し、環境にや

さしい素材を包装材選択の基準に、包装設計に取り組ん

でいきます。包装材の再利用では、材料の手配から製品の

販売に至るまでの流れを掌握し、特に大型商品を対象に

効率的なリターナブルシステムの構築を図り、廃棄物ゼロを

目指していきます。

包装材における環境への取り組み

包装材は最終的に廃棄物となるため、何度でも使用で

きるリターナブル化が効果的です。工場への部品供給から

顧客への製品配送までの流れを分析し、大型製品を対象

に繰り返し使える通い箱包装に取り組んでいます。2003年

度末までに、採用に向けて推進します。

リターナブル包装への取り組み

包装のLCA（ライフサイクルアセスメント）による環境負荷

（CO2）データを比較し、環境にやさしい素材の選定と、総

合的に環境負荷が少なくなるような新しい包装形態の開発

に努めています。

電卓の包装では、紙ブリスターを開発しました。2003年

度からはこの形態を他商品へ拡大していきます。

LCAによる包装材選定

包装材総使用量の削減

2003年度末までに包装材の使用総量を2000年度比20％

削減する。
（使用包装材：プラスチック、発泡スチロール、紙、ダンボールの排出量合計）

ダンボール使用量の削減

●個装箱を小ロットごとにまとめて収納していた中装箱を

廃止し、直接外装箱へ収納する。

●外装箱の材質を見直し、極力薄型化を図る。

目標：2003年度末までに20％削減（2000年度比）

今後の取り組み

0

2,000

4,000
6,000

8,000

10,000

12,000
14,000

トン�

2000 2001 2002

包装材総使用量�

12,270
10,627 10,708

2003

9,820

（年度）�

0

2,000

4,000

6,000

8,000

2000 2001 2002 2003

ダンボール使用量�

8,225
6,901 7,030 6,580

トン�

（年度）�

概念図�

部品供給�

（部品梱包材に転用）�

回収�

配送�

（通い箱の折り畳み）�工
　
　
場�

部
品
セ
ン
タ
ー�

配
送
セ
ン
タ
ー�

顧
　
　
客�

製品梱包�

9,820トン 80％

使用量 2000年度比

2003年度目標

上下樹脂パック式 熱圧着ブリスター 三方曲げブリスター 挟み込みブリスター 紙ブリスター

発泡スチロール使用量の削減

発泡スチロールから紙系包装材に切り替える。2002年度

は21％を達成しています。

目標：2003年度までに30％削減（2000年度比）
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カシオグループは、近年の中国への生産拠点シフト化に

伴い、2002年12月から海外販売物流拠点（国際営業統轄

部の営業倉庫）もシンガポールから中国（深　）へ移管しま

した。その結果、海上コンテナ輸送を抑制することが可能

になり、2003年度はCO2排出量を490（トン-CO2）の削減、航

空輸送の削減により同排出量を260（トン-CO2）削減、あわ

せて750（トン-CO2）削減する見込みです。
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490（トン-CO2）の削減見込み�効果�

※（2000年度の利用率、総輸送距離、総CO2排出量は、代表的な搬送ルート（鈴鹿流通セ
ンター～東部配送センター）のデータを使用し、2001年度以降の利用率、総輸送距離、
総CO2排出量は、総輸送ルートのデータを使用しています。）
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280トン 70％
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【コンテナ本数とCO2削減量の算出式】
1. 生産予測量（m3）を輸送するために必要なコンテナ本数を決める。
2. CO2削減量（トン-CO2）＝生産予測量（m3）×輸送距離（km）×280※
（kg/m3）×13※※（g/トン・km）×10-6を算出する。

280※：体積を重量に換算する値を表し、1m3を280（kg）に換算
13※※：1（トン）を1km輸送する際のCO2排出量を表す
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●その他のCO2削減推進内容

・コンテナ積出港を香港ではなく中国側とし、トラック輸送

距離を削減しています。

・北米市場向けのデジタルカメラなどは、東京から北米量販

店までの直送を行い、カシオインク倉庫経由であったトラ

ック輸送距離を削減しています。

260（トン-CO2）の削減見込み�効果�

【航空輸送におけるCO2削減量の算出式】
CO2削減量（トン-CO2）＝生産予測量（m3）×輸送距離（km）×280※
（kg/m3）×402※※（g/トン・km）×10-6を算出する。

280※：体積を重量に換算する値を表し、1m3を280（kg）に換算
402※※：1（トン）を1km輸送する際のCO2排出量を表す

ダンボール再利用例

●海上コンテナ輸送


